
林業の現場負担を減らす衛星データ基盤
森林監視から需給予測・輸出入判断まで 観測 →  確認 →  履歴化 →  判断

SAR/光学衛星データで、森林変化と原木市場ストックを継続観測。確認済みデータを木材供給DBへ
蓄積し、現地確認の優先順位づけと木材流通の判断を支援する。

全体像：供給起点と流通ハブを同じDBへ接続
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森林監視で出す価値
● 変化候補を広域から早く絞る

● 届け出/許可区域との照合対象を整理

● 面積・変化強度・推定材積で現地確認を

優先順位化

物流高度化で出す価値
● 市場別の推定在庫量・前回比を把握

● 在庫偏り/供給余力を地域で比較

● 需給予測と輸出入判断の検討材料にする

蓄積して広がる価値

確認済みデータ化

● 担当者が確認・修正した結果だけを履歴化

● 単発の可視化で終わらせない

将来の分析入力

● 由来追跡/産地証明へ接続

● 価格予測・物流最適化の材料

世界展開の下地

● 森林監視と原木市場モニタリングへ展開

● 発生・流通・由来を追えるDB

主な業務アウトプット

現地確認候補

許可区域照合

推定在庫量

需給予測

輸出入判断

1. 森林側 2. 物流側

3. 履歴化

共通森林DB
データとして蓄積
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実装範囲とシステム構成
「森林側」と「物流側」の2つの観測点をつくり、確認済みの時系列データとして蓄積する。

処理フロー：観測データを確認・修正・履歴化し、業務アウトプットへ変換
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市場側

SAR
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強度差分
SAR特有の処理

伐採量推定

光学
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木材領域
AIで領域検出
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W ebアプリ
担当者が

確認・修正

管理・監視判断
現地確認候補 /  重点監視区域

物流高度化
需給予測 /  輸出入判断

将来価値
トレーサビリティ・産地証明

森林側U I：現地確認の優先順位を作る 物流側UI：需給予測・輸出入判断の材料にする

森林側で可能にすること
● 監視領域を設定する

● 監視領域内の伐採量を推定する

● 推定伐採量の時系列データを作る

物流側で可能にすること
● 市場内の原木ストック量を推定する

● 時系列変化を記録する

● 複数市場を並行して監視できる

技術的詳細：森林側はSAR衛星の強度差、物流側はセグメンテーション技術で推定

森林側：SAR衛星の明度比較
● SAR強度画像では、植生下では明るく、地面が

露出する箇所は暗くなる特性を利用

● 時系列データについて、一定以上暗くなった

領域を検知し、伐採面積を推定

● 面積あたり植生量の情報から伐採量を推定

物流側：面積による原木量推定
● SAM（セグメンテーション技術）で木材の山を

検知し、その領域を抜き出す

● 衛星画像の縮尺から、木材の山の占める

面積を算出

● 山ひとつあたりの面積と木材量の統計から推定

業務アウトプット：確認候補・需給判断・DB接続へ変換

森林監視：現地確認候補 物流高度化：需給・輸出入判断 DB接続：履歴・由来追跡

成果指標例：確認時間削減 /  上位候補的中率 /  早期発見件数 /  需給予測精度

森林伐採の監視領域と、その中での森林伐採量推定 木材量推定システム

共通森林DB
データとして蓄積

単発の検知で終わらせず、データとして蓄積

DB が蓄積されるほど、照合・追跡・予測に使える
データ資産になる
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